虹の 絵 具 皿 

(十 力の 金剛石) 



宫沢賢 治 



さり 

むかし、 ある 霧の ふかい 朝でした。 

王子 は みんなが ちょっとい なくなった ひまに、 玻璃 

へや しばふ と 

でた たんだ 自分のお 室から、 ひよ いっと 芝生へ 飛びお 

りました。 

ま ちす ず め ま-つし 、-. そ 

そして 蜂 雀 の つ いた 青い 大きな 帽子 を 急いで か 

ぶって、 どんどん 向こうへ かけ 出しました。 

「王子 さま。 王子 さま。 どちらに いらっしゃいます か- 

はて、 王子 さま」 

と、 年よりの けらいが、 室の 中で あっち を 向いたり 

む さけ 

こ つ ち を 向いたり して 叫んで いるよう すでした。 

きり わら 

王子 は 霧の 中で、 はあはあ 笑って 立ち どまり、 ちょ つ 



はやしの なかに ふるきり の、 

つぶ はだん だん 大きくな リ、 

いま はしず くが ポ タリ」 

き リ ふ 

霧が ツイ ツイ ツイ ツイ 降って きて、 あちこちの 木 か 

らポ タリ ッポタ リツと I 卞 の 音が きこえて きました。 

「ポッ シャン、 ポッ シャン、 ツイ、 ツイ、 ツイ。 

はやしの なかに ふるきり は、 

いまに こ あめに か あわる ぞ、 

木 は あみん な 青 外套。 



がめ ており ますと、 きりが あめに かわる かどう かよく 

わかった ので ございます」 

「そしてお 前ら はどうして 歌ったり 飛んだり したの 

だ」 

「はい。 ここから は 私 どもの 歌ったり 飛んだり できる 

所に なって いるので ございます。 ご 案内 いたし ま 

しょう」 

-V はちす ずめ 

雨 はポッ シャン ポッ シャン 降って います。 蜂 雀 は 

そう 言いながら、 向こうの 方へ 飛び出しました。 せな 

かや 胸に 鋼鉄の はり 金が はいって いるせ いか 飛びよう 

がなん だか 少し 変でした。 



i: らば ふれ ふれ ひでりあめ 

ひかりの 雲の たえぬ まま。 

と 歌いました ので 雨の 音 は ひとしお 高くな り、 そこ 

ら はまた ひとしき リ かがやきわたりました。 

それから、 はちす ずめ は、 だんだん ゆるやかに 飛ん 

で、 

ザッザ ザ、 ザ ザァ ザ、 ザ ザ ァザザ ザァ、 

やまば やめ やめ、 ひでりあめ 

トルコ だま 

そら は みがいた 土 耳 古 玉。 



その 時ち ようど 風が 来ました ので、 うめば ちそう は 

ま つゆ 

からだ を 少し 曲げて パ ラリと ダイ ァ モンドの 露 を こぼ 

つゆ 

しました。 露 はちくち くつと おしまいの 青 光 を あげ 

へ き * きょく は そこ しず 

碧玉 の 葉の 底に 沈んで 行きました。 

うめば ちそう はブリ リンと 起き あがって もう 一 べん 

こんごうせき こな 

サッ サッと 光りました。 金剛石の 強い 光の 粉が まだ は 

なびら に 残って でもいた のでし ようか。 そして 空の は 

ち すずめの めぐり も 叫び も、 にわかに はげしく はげし 

くな りました。 うめば ちそう はまる で 花びら も 萼もは 

するど さけ 

ねとば すば かり 高く 鋭 く 叫びました。 



「きらめきの ゆきき 

ひかりの めぐみ 

にじ は ゆらぎ 

陽 は 織れ ど 

ゝ *k ノ o 

力る し 

青 ぞら はふる い 

ひかり はく だけ 

厕 のきし リ 

ひ お 

陽 は 織れ ど 

かなし」 



み すいしょう しずく 

野 ばらの 木が 赤い 実から 水晶 の I 卞をポ トポト こぼ 

しながら しずかに 歌いました。 

「にじ はなみ だち 

お 

きらめき は 織る 

ひかりのおかの 

この さびし さ。 

こおりの そこの 

めくらの さかな 



き あがりました。 そして 声 を そろえて 空 高く 叫び まし 

た。 

じゅう リき こんごうせき 

「 十 力 の 金剛石 はきょう も 来ず 

めぐみの 宝石 はきょう も 降らず 

じゅう リき いし お 

十 力 の 宝石の 落ち ざれば、 

お か 

光の丘 も まっくろの よる 

-vtcu うで まう 

一 一人 は 腕 を 組んで 棒の ように 立って いました が 王子 

はやつ と 気が つ いたよう に 少しから だ を かがめて、 

「ね、 お前た ち は 何が そんなに かなしい の」 と 野 ばら 



つちと ひとと を つつめ ども 

こ はや すらけ き くにに して 

ひかりの ひとら みちみ てり 

ひかりに みて る あめつち は 

J 

きゅう 

急 に 声が どこか 別の 世界に 行ったら しく 聞こえな 

じゅう リき こんごうせき 

くな つてし まいました。 そしてい つか 十 力の 金剛石 

おか 

は 丘 いっぱいに 下って おりました。 そのす ベての 花 も 

は くき りっぱ 

葉 も 茎 も 今 はみ な めざめる ばかり 立派に 変わ つてい ま 

した。 青い そらから かすかな かすかな 楽の ひびき、 光 



底本： 「銀河 鉄道の 夜」 角 川 文庫、 角 川 書店 

1969 (昭和^) 年 7 月^日 改版 初版 発行 

1991 (平成 3) 年 6 月^日 改版 g 版 

入力 ： 土屋隆 

校正 ： 石橋め ぐみ 

2 oo 7 年 7 月な 日 作成 

青空 文庫 作成 ファイル " 

この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 

(http://www.aozora.gr.jp/) で 作られました。 入力、 

校正、 制作に あたった の は、 ボランティアの 皆さんで 



